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☒  yet [イェット]

副 ≪疑問文で≫ もう

≪否定文で≫ まだ

☒  ever [エヴァ]

副 今までに、これまでに、かつて

☒  hate [ヘイト]

動 ～を憎む、ひどくきらう (⇔ love)

活用 ： hated [ヘイティド]

– hated – hating

３単現形：hates [ヘイツ]

☒  injure [インヂャ]

動 ～にけがをさせる、～を傷つける

活用 ： injured [インヂャド]

– injured – injuring

３単現形：injures [インヂャズ]

☒  hurt [ハ～ト]

動 ～にけがをさせる、～を傷つける

痛む

活用 ： hurt [ハ～ト]

– hurt – hurting

３単現形：hurts [ハ～ツ]
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※ おもに現在完了形の文で

文末に使う。

Have you ever been to ~ ?
『あなたは今までに

～へ行ったことがありますか？』

for ever = forever 『永久に、永遠に』

→【単語帳 No. 794… forever】

☆ 肯定文での『まだ』は

still を使う。→【No. 649】

It’s still raining.

『まだ雨が降っています。』

Have you finished the work yet ?
『あなたはもうその仕事を終えましたか？』

→ No, not yet. 『いいえ、まだです。』※ not yet は｢まだ(～ない)｣の意味。

I have not eaten [had] lunch yet. 『私はまだ昼食を食べていません。』

Have you ever been to Kyoto ?

『あなたは今までに京都へ行ったことがありますか？』

※ この表現では、before ｢以前に｣ を文末に使うこともある。

その場合には、ever は日本語に訳さないほうが自然。

→【単語帳 No. 204…before】

This is the best movie (that) I have ever seen.

『これは私が今までに見たなかでいちばん良い映画です。』

yet, already … どちらも『もう』と訳すが、yet は疑問文で、already は

肯定文で使う。→【No. 657…already】

※ yet は否定文では『まだ』の意味になる。

☆ かんたん英文法【現在完了形② … 完了】も参照のこと。

☆ かんたん英文法【現在完了形③ … 経験】も参照のこと。

I hate you ! 『あなたなんて大きらい！』(⇔ I love you.)

Jim hated to study. 『ジムは勉強するのが大きらいでした。』

☆ dislike [ディスライク] ｢～をきらう｣ (⇔ like)

… hate よりは意味が弱く、don’t like よりは意味が強い。

My mother dislikes snakes.『私の母はヘビがきらいです。』

※ snake(s) [スネイク(ス)]

I injured my left arm with a knife.

『私はナイフで(私の)左腕にけがをしました。』

He was injured in the accident. ※ 受け身(受動態)の文

『彼はその事故でけがをしました。』

※ ｢けがをさせられた｣を

→ ｢けがをした｣と訳す。injure … 事故などでけがをさせる。

hurt … injure より軽いけがをさせる。

Tom hurt his right leg. 『トムは右脚にけがをしました。』

※ 主語が３人称単数なのに、３単現の s がないので hurt は過去形。

My words hurt her. 『私の言葉が彼女を傷つけました。』
※ 主語が複数形なので、時制(現在、過去)については文脈で判断する。

I don’t want to hurt you. 『私はあなたを傷つけたくない。』

Where does it hurt ? 『どこが痛みますか？』【具合を聞いて】

→ My head hurts [is hurting]. 『私は頭が痛いです。』

活用

注意

732

731

734

733

735

アクセント注意

※ 日本語に訳さなくてもよいこともある。

発音注意

発音注意

※ heart [ハート] (心臓、心)とは発音が異なる。
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